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豊　岡　市

在　宅　医　療　・

介　護　連　携

推　進　協　議　会

住み慣れた地域・おうち
での生活を支える！

①
多
職
種
連
携

　
「
退
院
後
、
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
け
れ
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

?
」

　
「
一
人
暮
ら
し
の
母
が
認
知
症

に
な
っ
て
心
配
で
す
…
」

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
住
み
慣
れ

た
家
や
地
域
の
中
で
可
能
な
か
ぎ

り
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
手
立
て

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
に
は

医
療
、
看
護
、
介
護
に
加
え
て
、

地
域
の
福
祉（
見
守
り
）な
ど
幅
広

い
支
援
が
必
要
で
す
。「
自
分
が
ど

う
暮
ら
し
た
い
の
か
」「
自
分
が
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
」を
第
一
に

考
え
、
そ
の
人
が
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
支
援
を
整
え
ま
す
。

　

主
治
医
、
訪
問
看
護
師
、
薬
剤

師
、
訪
問
介
護
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

「
視
点
」が
あ
り
ま
す
。
体
調
や
疾

現場からひとこと
（ 兵庫県介護支援専門員協会但馬支部豊
岡ブロックから）
　スムーズな支援が図れるよう専
門職間で｢顔の見える関係づくり｣
を進め、その人が暮らす地域で大
切にしてきた人々や環境にも注目
しながら生活を支えます。

在
宅
生
活
を
支
え
る
取
組
み

患
の
変
化
に
気
づ
い
た
と
き
に
速

や
か
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

そ
の
人
の
疾
患
状
況
が
重
く
な
る

前
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

② 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

〇 

地
域
密
着
型
通
所
介
護　

定
員

18
人
以
下
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
1
日
利
用
と
半
日
利
用

の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

〇
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護　

　

 「
通
い
」「
訪
問
」「
お
泊
り
」を
一

つ
の
事
業
所
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。

〇 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
に
訪
問
看
護
が
加
わ
っ
た
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

〇 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
介
護

看
護　

介
護
職
員
と
看
護
師
が

連
携
を
と
り
、
24
時
間
切
れ
目

な
く
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
を

提
供
し
ま
す
。

〇 

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護　

定

員
12
人
で
、
認
知
症
と
診
断
さ

れ
た
方
が
、
施
設
に
通
っ
て
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※ 

在
宅
で
利
用
で
き
る
市
内
の
サ

ー
ビ
ス
を
中
心
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。

《 

問
合
せ
》
高
年
介
護
課
☎
24

－

2
4
0
1

現場からひとこと
（ 豊岡市地域密着型サービス事業者連絡協議
会から）
　協議会では、市内で地域密着型サ
ービスを運営する事業者が相互に連
携し、サービスの質の向上と普及活
動をしています。介護のことで少し
でも困ったら、各事業所へ相談して
ください。

豊岡市成人式を延期しました
2020年度

　大都市圏を中心とした新型コロナウイルス
新規感染者数の増加に加え、県内においても
感染が拡大していることから、次のとおり延
期しました。

▼開催日　３月13日（土）
① 受付：正午～、式典：午後１時～１時45分（城

崎、竹野、日高、出石、但東地域の中学校卒
業者）

② 受付：午後２時30分～、式典：午後３時30分
～４時15分（豊岡地域の中学校卒業者）
▼式典会場　市民会館文化ホール
▼ 対象者　2000年４月２日～2001年４月１日生

まれで、豊岡市に住民登録をしている方およ
び希望者

▼申込み
〇 案内状は前回送付した方に、１月中に改めて

送付します。前回送付されていない方で、送
付を希望する方は、連絡をしてください。

〇 事前申込が必要です。案内状および市ホーム
ページを確認してください。

〇 新型コロナ感染症の状況により、内容の変更
や、急きょ開催を見合わせる場合があります。

《申込み・問合せ》生涯学習課☎23‒0341
　メールshougaigakushuu@city.toyooka.lg.jp

1014333

※掲載している情報は編集時点（１月14日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。

クローズアップ豊岡



15　 広報とよおか 2021年2月号

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す（
日
時
は
予
定
）。

　

来
所
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る

も
の
と
、
本
人
確
認
で
き
る
運
転

免
許
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
者
の
と
き
は
、
対
象
者

の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
の
他
、
委
任
状
と

代
理
者
の
本
人
確
認
で
き
る
運
転

免
許
証
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
２
月
13
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
２
月
１
日（
月
）、
８
日（
月
）、

15
日（
月
）、
22
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
一
般
的
な
年
金
相
談

　

☎
0
5
7
0

－

05

－

1
1
6
5

　

0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

－

6
7
0
0

－

1
1
6
5

●
来
訪
年
金
予
約
相
談

　

☎
0
5
7
0

－

05

－

4
8
9
0

　

0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

－

6
6
3
1

－

7
5
2
1

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所　

☎
22

－

0
9
4
8

　

市
民
課
☎
21

－

9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

会
社
等
に
就
職
す
る
方

 
 

退
職
す
る
方
の
届
け
出

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

就
職
や
退
職
な
ど
に
伴
い
必
要
な

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
給

す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
不
慮
の
事

故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り

生
計
を
維
持
し
て
い
た
遺
族
が
受

け
取
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
方

　
（
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
）

　

会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
就
職
す

る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第
1

号
被
保
険
者
か
ら
第
2
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。
年
金
手
帳
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を

持
参
の
上
、
勤
務
先
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
の
基
礎
年
金
番
号
は
、

公
的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職

や
退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制

度
が
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
20
歳
以
上
の

方
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
年
金
手
帳

等
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■ 

退
職
な
ど
下
表
の
場
合
は
届
出

が
必
要

　

届
出
先
は
、
市
民
課
ま
た
は
各

振
興
局
市
民
福
祉
課
で
す
。

学
生
納
付
特
例
・

納
付
猶
予
を
受
け
て
い
た
方

　

保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
や
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る

こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
就
職

し
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

た
め
に
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
経
過
年
数
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の

　
　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
に
、
産
前
産
後
の
一

定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▼ 

対
象
者　
「
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
」で
出
産
日
が
2 

0
1
9
年
2
月
1
日
以
降
の
方

▼ 

免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
4
カ
月
間
の
保
険
料
を
免

除
※ 

多
胎
妊
娠
の
場
合
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
3
カ
月
前
か
ら
6
カ
月
間
の

保
険
料
を
免
除

▼ 

届
出
時
期　

出
産
予
定
日
の
6

カ
月
前
か
ら
可
能（
出
産
後
も

届
出
可
能
）

▼ 

届
出
先　

市
民
課
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

▼ 

産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い　

産

前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ

た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
該
期
間
に
つ
い
て
は
、

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

《退職などに伴う届け出》
届け出が必要なとき 年金の種別 届け出に必要なもの

退職したとき（20歳以上60歳未満の
厚生年金・共済年金加入者）

第２号被保険者
↓

第１号被保険者 ・印鑑
・年金手帳
・資格喪失証明書等（被

用者年金制度の資格
喪失日を証明できる
もの）等

配偶者に扶養されていたが、配偶者
が厚生年金、共済年金をやめたとき

（または65歳に到達したとき） 第３号被保険者
↓

第１号被保険者厚生年金・共済年金加入者の被扶養
配偶者本人の見込み年収額が130万
円以上になるとき
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